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 兵庫県丹波篠山市は黒豆の栽培が盛んな地域です。黒豆のなかでも丹波黒大豆は最高級品と

され、粒の大きさなど一定の基準を満たした丹波黒大豆が「丹波篠山黒豆」というブランド名で販売

されます。黒豆はおせち料理に加え、最近では健康食材としても人気がありますが、乾物の黒豆と

なる前に収穫したものが黒枝豆です。丹波篠山黒枝豆は、甘さともっちりとした食感から高い評価

を得ていますが、出荷時期が 10 月初旬から中旬の 2～3 週間と極めて短いことから「幻の枝豆」と

も言われています。また枝付の黒枝豆の出荷作業は、ほとんどが手作業であるため多くの労力が

かかります。そこで農業労働力支援室を立ち上げた全国農業協同組合連合会兵庫県本部（以下、

JA 全農兵庫）は丹波ささやま農業協同組合（以下、JA 丹波ささやま）と協力して丹波篠山黒枝豆

の出荷を支援しています。 

 
丹波篠山黒枝豆の栽培 
丹波篠山黒枝豆の栽培は、6 月上旬にセルトレーに種を播き、定植をした後、7 月に土寄せや

施肥を行います。農事組合法人丹波ささやまおただ（以下、おただ）では、数人の組合員が丹波篠

山牛を飼育しているため、十分に発酵させた堆肥を黒枝豆の栽培に利用しています。また丹波篠

山牛の飼育に必要な稲わらはコメを栽培している組合員が提供するというように、循環型農業を実

践していることも大きな特徴です。 

夏場になると、圃場には葉を食べるハスモンヨトウ、莢に穴をあけて養分を吸い取るフタスジヒメ

ハムシやカメムシが発生するため、防除作業が必要になります。おただでは、4～5 人の組合員が

スプレーヤーで防除作業をしていましたが、最近ではドローンも使用しています。代表理事組合長

の岸本久芳氏によると、ドローンを併用したことで労働時間は半減するようになったそうです。 

  

丹波篠山黒枝豆 ５ｃｍほどの太さがある黒枝豆 
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代表理事組合長の岸本久芳氏 黒枝豆の収穫作業 

 10月初旬になると枝豆の収穫が行われます。枝豆の出荷方法は大別して、莢豆出荷と枝付出荷

があります。莢豆出荷とは、莢豆だけを袋詰めにした出荷であり、コンバインや脱莢機が普及したこ

とから出荷量は増加しています。 

一方、枝付出荷は莢豆を枝付で出荷することです。枝付出荷の黒枝豆は莢豆出荷の黒枝豆と

比べ、日持ちがすることや、枝の太さなどを実感することができることから兵庫県内では贈答用とし

て人気があります。ただ枝付出荷は、①莢豆出荷のように機械化できず、手作業であること、②生

産者が高齢化し、手間のかかる作業を行うことが難しくなってきたことから、出荷量は減少傾向にあ

ります。そこで JA 全農兵庫農業労働力支援室長の延原賢郎氏は、JA 丹波ささやま営農部特産販

売課課長の明山敏典氏に相談し、需要の高い枝付出荷を維持する取組みを開始しました。 

 

農業労働力支援室の取組み 
JA 全農兵庫は 2019 年から農業労働力支援室の取組みを始めました。きっかけは生産者、農事

組合法人などに訪問してヒアリングをすると、「繁忙期に労働力が不足している」という声が多く、特

に「スポット的労働力」の確保が急務であることがわかりました。そこで同支援室では、パートナー企

業や大学との連携、ウェブサイトによる募集などを通じて人材を集め、県下 JA の支援を行ってきま 

  

収穫後は軽トラックで作業場に運ぶ 黒枝豆の葉取り作業 
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葉や未成熟な莢を丁寧に取り除く 黒枝豆を固定してテープを巻く 

した。 

筆者が 10 月中旬に訪問した時は、兵庫県農業協同組合中央会（JA 兵庫中央会）と JA 全農兵

庫の若手職員がボランティアで枝付出荷の作業を行っていました。若手職員は都市部で生まれ育

ち、農作業を経験したことがない職員も少なくないそうです。そのため JA 兵庫中央会や JA 全農兵

庫では、「労働力支援の参加は若手職員が農業の現場を理解する貴重な機会」であると捉えてい

ます。 

 

丹波篠山黒枝豆の出荷作業 
それでは、収穫から出荷作業までを簡単にまとめてみます。 

丹波篠山黒枝豆の茎は、他の枝豆よりも太く、直径 5cm ほどの大きさになります。そこで大型の

剪定ばさみで刈り取り、軽トラックで作業場に搬入します。作業場では余分な葉や枝を取り除くとと

もに、後で束にしやすいように枝を切り分けます。また虫に食べられた跡があったり、うまく生育しな

かったりした莢豆も取り除きます。 

 枝豆を束にする結束作業は、長さが 50㎝の円柱になることをイメージしながら形を整え、両サイド

をテープで固定します。1 束の重さは 1 ㎏超です。このように作業手順はシンプルですが、実際に

  

円柱をイメージしながら黒枝豆を束ねる 黒枝豆の袋詰め作業 



農中総研食材レポート 

 

http://www.nochuri.co.jp/ 4 
 

農林中金総合研究所 

食材レポート第 9 回 

体験すると、①枝が太く、重量があること、②作業姿勢が長時間一定であることから、疲労が蓄積さ

れることがわかります。 

結束した枝豆はきれいに袋詰めされ、生協などに出荷されます。丹波篠山黒枝豆は「幻の枝豆」

と呼ばれるように 10月初旬から 2～3週間が経過すると、莢が黄化し、黒豆に変化していきます（黒

豆は 11 月に葉を取り、乾燥させた後、収穫してさらに乾燥させる作業を行います）。そのため、枝

付出荷は時間との勝負といっても過言ではありません。 

 
「枝付の枝豆を守っていかないと地域は衰退する」 
丹波篠山の黒大豆栽培は2021年、日本農業遺産に登録されました。登録された理由は、選抜・

育種を繰り返し、丹波黒という系統を生み出したことや、地域の農家がさまざまな作業を協働で支

え合ってきた生産方式などが高く評価されたからです。そして丹波篠山黒枝豆の枝付出荷も、この

歴史的な延長線上にあり、現在では丹波篠山地域に欠かせない晩秋の風物詩となっています。そ

のため、延原氏は「枝付の丹波篠山黒枝豆は枝の太さや重さに驚く人々が多い。300 年前から何

世代にもわたって受け継がれてきた作物である黒枝豆を守っていかないと地域は衰退する」と話し

ます。 

地方の人口減少を受け、農業の繁忙期に労働力が不足している地域がたくさんあります。ＪＡ全

農兵庫の農業労働力支援室の取組みは、地域の食文化を守っていくために何が我々にできるの

かを問いかけます。 

 

（ふるえ しんや） 

2022 年 12 月 16 日 

 

 

 

 

  

丹波篠山市に広がる丹波黒大豆畑 JA 全農兵庫と兵庫中央会の皆さん 


